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昨年一年、本当にお疲れ様でした。

2025年1月に10年目にはいり、11年目もスタートしました。無事に11年目を迎えられたのも、職員みなさんのお

陰です。本当に、ありがとうございます！

娘も2歳半になり語彙も増えてきて、毎朝7時にママごとで、娘が作るおもちゃのご飯を食べることが日課になり

ました。保育園でも、お姉さんになり、「今日も◯◯先生に逢えるかな？」戻ってきたら、「◯◯して遊んだ」

「上手にできたよ」と嬉しそうに報告してくれる娘を見て、保育事業部が日々、心がけている“こどもが真ん中の

保育“ができていること実感しておりますし、職員には感謝しかありません。

また福祉の分野でも、それぞれの事業所が、職員が手を取り、多くの障がい者の方の生活援助・雇用にも貢献で

きているかなと思います。

来年は、保育事業部として、エルキッズ前田店保育園として事業継承され、これにより沖縄エリアにおきまして

は、浦添になりますが0歳から5歳までの職員のお子さまを、お預かりすることができますので、園探しでお困り

の職員がいたら保育事業部へご相談ください。

来年は「丙午（ひのえうま）」の氣を含む年。

丙午は強さや情熱ばかりが語られがちですが、本来は古い流れを焼き清め、新しい道を切り開く再生のエネル

ギーを持つ干支です。

今年は「無理に耐える」のではなく、自分の本音と向き合い、必要なものを選び取る一年にしていきましょう。

昨年の引き続きになりますが、今、私たちがやっていることは間違いなく世の中に必要とされていることです。

・福祉事業に関わるかた達の地位・働く環境の向上。

・多様化が求められる時代に合わせて、いろいろな職場でもっと働きやすい環境をつくる。

・福祉の魅力、必要性・やりがいを追求していき無資格・未経験の方でも想いがある方や気持ちが強い方を積

極的に採用・育成する。

・親亡き後も安心して生活が出来る環境支援と、ヤングケアラーや社会的弱者と呼ばれる方、過去に過ちを犯し

た方でも社会に復帰できる支援の輪を拡げる。

・障がいを持った方達も、地域と共生をして健常の方と変わらず、差別なく、より良い暮らしができている。

・障がいを持って生まれた子どもたちを、障害児ではなく、個性、ギフトとして、⾧所を伸ばしていく。

これから先も、福祉・保育士を志す若者が増えて、すべての方に寄り添える保育園であり、障がいを持つお子様

の未来を心配している親たちや、生んでしまったと悩み苦しんでいるご家族の支えになりたい。

まだまだやらなければいけない課題は、沢山あります。

引き続き、皆さんのお力添えを宜しくお願い致します。

新年も、宜しくお願い致します！


